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（１） 令和２年７月豪雨による大井川流域の出水状況について

7 月3 日から12 日にかけて中国大陸から日本のはるか東へのびる梅雨前線が本州付近に停滞し、この前線上を低気圧が
次々と通過した。このため、南から暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となり、断続的に大雨となった。

静岡県では、4 日未明から昼前にかけて、6 日夜遅く、9 日明け方から朝、11 日夜遅くから12日未明にかけて、中部、西部、東
部の山地を中心に非常に激しい雨となった。降り始め（7 月3日12 時）から降り終わり（7 月13 日00 時）までの総降水量は、川根
本町で842.5 ミリ、静岡市井川で830.0 ミリを観測した。

また、静岡県には南西海上から多量の水蒸気が流入しやすい状態が継続し、地形の影響で特に山地を中心に総降水量が多
くなった。

〇アメダス積算降水量分布図 〇天気図

7月1日 3:00 7月6日 3:00
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令和2年6月から７月の累積雨量は過去19年間（2002年～2020年）で最大となり、平年の約2倍強の降水量を記録した。
また、日最大雨量、2日最大雨量では平均をやや上回る値で、幸い集中豪雨とはならかったため、九州地方のような大
災害には至らなかった。

（１） 令和２年７月豪雨による出水状況について
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6月１日～７月31日の累積雨量の経年変化
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【凡例】

2002~2019年
・平均年間降水量＝3,226mm/年

・最大年間降水量＝4,590mm/年
（2011（H23））

・最小年間降水量＝2,176mm/年
（2005（H17））

R2:1901mm

平均：759mm

2.5倍
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（１） 令和２年７月豪雨による出水状況について

大井川の水位は急激な水位上昇はみられなかったものの、長い期間にわたり水防団待機水位付近を推移した。

神座

水防団待機水位（0.90m）

氾濫注意水位（2.00m）

出動水位（2.60m）

氾濫危険水位（3.20m）

計画高水位（6.45m）

※日雨量・日水位は毎日午前９時の観測値

最大降雨量：２１７mm

大井川の水位と雨量の変化
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吉田町川尻地先（大井川右岸0.0k ）
7/28 16:00頃ドローンによる現地調査

（１） 令和２年７月豪雨による大井川流域の出水状況について
番号 被災箇所 水位状況

① ●大井川右岸の０．０km 付近
（吉田町川尻地先）で自然河岸が侵食

大井川 細島水位観測所（水防団待機水位１．３０ｍ）
発見時水位状況 ０．１５ｍ（ ７月２８日１０時００分頃）

② ●大井川右岸の３．８km 付近
（吉田町大幡地先）で低水護岸の損傷

大井川 神座観測所（水防団待機水位０．９０ｍ）
損傷時水位状況 ０．７３ｍ （７月７日１３時３０分頃 ）

③ ●大井川右岸の１６．６km 付近
（島田市金谷東地先）で低水護岸の損傷

大井川 神座観測所（水防団待機水位０．９０ｍ）
損傷時水位状況 ０．１５ｍ （７月６日１０時００分頃）

④ ●大井川右岸の２３．０km 付近
（島田市神尾地先）で擁壁が被災

吉田町大幡地先（大井川右岸3.8k）
7/9 12:00頃ドローンによる現地調査 （CCTVカメラ）

島田市金谷東地先（大井川右岸16.6k）
7/9 13:00頃ドローンによる現地調査

静岡河川事務所管内の被災状況
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（２） 流域治水プロジェクトについて
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（２） 流域治水プロジェクトについて



【協議会の実施事項】

１． 大井川流域で行う流域治水の全体像の共有・検討

２． 河川に関する対策、流域に関する対策、避難・水防等に関する対策を含む

「大井川流域治水プロジェクト」の策定と公表

３． 「大井川流域治水プロジェクト」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ

４． その他、流域治水に関して必要な事項

【協議会の目的】

近年、令和元年東日本台風や令和２年7月豪雨をはじめとした激甚な水害が発生するなど、気候

変動により、水害が激甚化・頻発化している。

このため、大井川流域において、あらゆる関係者が協働して「流域治水」（流域全体で水害を軽減

させる治水対策）を計画的に推進するための協議・情報共有を行う。
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（２） 流域治水プロジェクトについて



【協議会の構成員】

機 関 名 役 職 名

島田市 市 長

焼津市 市 長

牧之原市 市 長

吉田町 市 長

川根本町 市 長

静岡県 島田土木事務所 事務所長

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター 静岡水源林整備事務所

所長

国土交通省 中部地方整備局 長島ダム管理所 管理所長

国土交通省 中部地方整備局 静岡河川事務所 事務所長

〈オブザーバー〉

機 関 名

農林水産省 関東農政局 西関東土地改良調査管理事務所

林野庁 静岡森林管理署

林野庁 関東森林管理局 大井川治山センター
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（２） 流域治水プロジェクトについて



※今後の検討状況等により、変更となる場合がございます。

令和2年9月3日

令和2年9月14日

令和2年11月30日

令和3年3月1日

令和2年度末

大井川流域治水協議会の設立

令和3年1月21日

令和3年度以降 実施状況フォローアップ
(適宜、計画の見直し)

第2回 大井川流域治水協議会

第1回 大井川流域治水協議会

大井川流域治水プロジェクト公表

第1回 大井川流域治水協議会幹事会

第2回 大井川流域治水協議会幹事会

第3回 大井川流域治水協議会幹事会

第5回 大井川流域治水協議会幹事会

令和3年3月

大井川流域治水プロジェクト（案）の策定

大井川流域治水プロジェクトの策定

令和3年2月10日 第4回 大井川流域治水協議会幹事会
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令和２年６月５日
R2 Vol.１

担当：調査課・
占用調整課

昨年１０月の令和元年東日本台風において全国各地で被災するなど近年の水害の激甚化を踏まえ、ダムによる洪水調節機能の早期強化に向け、政府の「既
存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議」において、令和元年１２月１２日に「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」が定められ、全国の一
級水系１０９水系のうち、大井川を含めダムがある９９水系で治水協定が締結されました。

平成１４年の長島ダム運用開始以後に４回の家屋浸水被害が発生（概ね５年に一度）していますが、
この取組により、今後は浸水被害が軽減されることが期待されます。

現在、大井川水系内のダムが洪水調節に利用している容量は、長島ダムの４，７００万ｍ３ですが、
新たに最大で約１０，５２０万ｍ３確保され、合計１５，２２０万ｍ３となり、洪水調節に可能な容量は約３
倍に増加することになります。この洪水調節可能容量を活用し、この容量の範囲において実施します。

大井川水系（大井川）での洪水機能強化

洪水調節機能の強化による効果

年最大2日雨量（神座地点）（長島ダム地点）

全国の国管理の一級水系河川にて協定締結

この治水協定を実施するにあたり、河川管理者とダム管理者及び他の治水協定者と協働し、必要な
調整を行い、関係地方公共団体及び利水者（既得利水者を含む）へ説明を行い理解を得て実施体制
の早期確立を目指します。

今後の予定など

静岡
県

大井
川

寸又川

笹間川

神座

駿河湾

山梨県

長野県

間ノ岳
(3,189m)

伊久美
川

家山川

川根堺
川

下泉河内川

榛原
川

塩郷
堰堤

川根長尾川

千頭ダム［P、中部電力］

大間ダム［P、中部電力］

境川ダム［P、中部電力］

笹間川ダム［P、中部電力］

奥泉ダム［P、中部電力］

畑薙第一ダム［P、中部電力］

井川ダム［P、中部電力］

大井川ダム［P、中部電力］

寸又川ダム［P、中部電力］

横沢川第二ダム［P、中部電力］

大代川農地防災ダム［F、島田市］

田代ダム［P、東京電力］

赤石ダム［P、中部電力］

畑薙第二ダム［P、中部電力］

長島ダム[FNAWI、国土交通省]

【対象ダム全１５ダム】

凡例

活用される既存ダム0
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（mm/2DAY）

【協定締結機関 全９機関】
国土交通省中部地方整備局静岡河川事務所
国土交通省中部地方整備局長島ダム管理所
農林水産省関東農政局西関東土地改良調査管理事務所
静岡県大井川広域水道企業団
東遠工業用水道企業団
中部電力株式会社再生可能エネルギーカンパニー静岡水力センター
東京電力リニューアブルパワー株式会社早川事業所
静岡県経済産業部農地局
静岡県交通基盤部河川砂防局

平成23年台風12号による
大井川の出水状況

（川根本町 千頭駅付近）

基準雨量
（運用開始の目安）

358mm/2日

【 平成23年 台風12号】
水害区域面積0.7ha、浸水家屋36棟
の被害が発生
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（４）大井川水系治水協定について



令和２年10月19日
R2 Vol. 12

担当：調査課

・大井川沿川の水害の発生防止を目的に、令和２年５月２９日に大井川に関係するダム管理者、河川管理者、関係利水
者にて「大井川水系（大井川）治水協定」を締結しています。 ※「しずかわニュースR2.6.5 vol.1」参照

・令和２年１０月７日１８時３０分に、気象庁からの、令和２年台風１４号に関する気象情報を受け、静岡河川事務所は協定
に基づき、ダム管理者に事前放流を実施する態勢に入るよう伝達しました。これは、協定締結後、初となるものです。

・幸い、台風１４号の進路が予想より、日本から離れた進路となったため、予測降雨量が基準降雨量まで達せず、実際
に事前放流を実施するまでには至りませんでした。
・引き続き関係機関と連携し、大井川での水害発生の防止に向け、協定の適正な運用を実施していきます。

令和２年 台風１４号で、「大井川水系（大井川）
治水協定」 を初めて運用しました。

令和02年10月10日10時気象庁発表 台風14号

出典 : 「台風進路予想図（気象庁ホームページより）」

令和02年10月7日15時気象庁発表 台風14号

出典 : 「台風進路予想図（気象庁ホームページより）」
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（４）大井川水系治水協定について
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（３）防災・減災・国土強靭化のための5ヶ年加速化対策
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